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災
害
弱
者
の
防
災
対
策
に
つ
い

て質
問　
災
害
時
、
避
難
所
に
避

難
し
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
、
物
資
の
供
給
の
列
に
並
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
方
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　
個
別
に
救
援
物
資
を
届

け
る
等
、
配
慮
を
検
討
す
る
。

質
問　
障
が
い
者
へ
の
対
応
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
災
害

時
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
・
普
及
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
弁　
調
査
研
究
し
て
い
く
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

質
問　
中
学
校
の
入
学
準
備
金

を
小
学
６
年
生
で
支
給
す
る
自

治
体
も
あ
る
。
６
年
生
時
の
支

給
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　
本
市
で
は
支
給
年
度
に

行
う
制
度
と
し
て
い
る
。

意
見　
入
学
準
備
は
６
年
生
時

に
行
う
。
文
科
省
通
知
に
沿
っ

た
早
期
支
給
の
対
応
を
求
め
る
。

特
別
支
援
教
室
に
つ
い
て

質
問 

特
別
支
援
教
室
導
入
に

よ
り
指
導
を
在
籍
校
、
拠
点
校

ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
る
の
か
。

答
弁　
ど
ち
ら
で
学
ぶ
の
が
望

ま
し
い
か
保
護
者
に
伝
え
る
。

質
問　
特
別
支
援
教
室
の
入
級

が
不
適
と
な
っ
た
児
童
の
対
応

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
教
材
の
工
夫
な
ど
個
に

応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
通
級
と
い
う
名
前
が
な

く
な
っ
て
も
、
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
を
手
放
す
こ
と
な
く
、

子
ど
も
を
見
守
る
よ
う
求
め
る
。

行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
よ
り
３
点
に
つ
い
て

質
問　
保
育
園
の
民
間
委
託
・

民
間
譲
渡
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

運
営
形
態
は
株
式
会
社
も
含
む

の
か
。
検
討
状
況
は
。

答
弁　
株
式
会
社
も
含
め
検
討

し
て
い
る
。
庁
内
検
討
組
織
で

従
来
の
民
間
委
託
を
評
価
検
証

し
、
審
議
会
に
諮
っ
て
い
く
。

意
見　
営
利
目
的
の
保
育
園
で

は
、
保
育
の
質
の
点
か
ら
問
題

が
あ
る
。
民
間
委
託
・
民
間
譲

渡
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

質
問　
図
書
館
の
指
定
管
理
者

の
検
討
と
あ
る
が
、
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
他
市
の
情
報
を
集
め
、

平
成
29
年
度
に
図
書
館
協
議
会

で
協
議
し
て
い
く
。

意
見　
指
定
管
理
者
を
実
施
し

た
佐
賀
県
武
雄
市
で
は
、
選
書

の
疑
惑
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

慎
重
な
検
討
を
求
め
る
。

質
問　
公
民
館
の
受
益
者
負
担

の
導
入
と
あ
る
が
、
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
各
市
の
状
況
を
調
査
し

検
討
を
し
て
い
く
。

意
見　
教
育
施
設
の
公
民
館
を

無
料
利
用
す
る
こ
と
は
当
然
の

権
利
だ
。
無
料
維
持
を
求
め
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
が
毎
月
１
千
名
を
超

え
る
状
況
だ
。
早
急
に
増
設
を

す
べ
き
だ
。

答
弁　
次
期
の
介
護
保
険
料
に

影
響
が
出
る
た
め
、
増
設
は
慎

重
に
検
討
す
べ
き
課
題
だ
。

若
者
青
年
支
援
に
つ
い
て

質
問　
就
労
支
援
や
青
年
対
策

の
実
施
検
討
状
況
と
専
門
担
当

部
署
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
次
世
代
の
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
応
援
施
策
や
若
者
サ
ミ

ッ
ト
開
催
な
ど
を
検
討
す
る
。

生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
で
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
労

支
援
を
進
め
て
い
る
。
専
門
部

署
設
置
は
調
査
研
究
す
る
。

意
見　
若
者
は
不
安
定
な
就
労

で
結
婚
も
困
難
だ
。
市
と
し
て

具
体
的
な
取
り
組
み
が
急
が
れ

て
い
る
。
専
門
担
当
部
署
の
早

急
な
設
置
を
強
く
求
め
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

へ
の
補
助
制
度
の
検
討
状
況
と

木
造
住
宅
耐
震
診
断
改
修
補
助

制
度
の
対
象
範
囲
を
新
耐
震
基

準
ま
で
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
国

や
都
の
支
援
体
制
と
先
進
自
治

体
の
事
例
等
を
調
査
研
究
す
る
。

耐
震
診
断
改
修
の
対
象
範
囲
は
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
、
引

き
続
き
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

し
て
い
く
。

聴
覚
障
害
支
援
に
つ
い
て

質
問　
聴
覚
障
害
者
へ
の
情
報

手
段
と
し
て
の
要
約
筆
記
事
業

の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
自
己

負
担
、
利
用
回
数
と
も
に
制
限

な
し
で
実
施
し
て
い
る
。

意
見 

中
途
失
聴
者
な
ど
難
聴

者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
徹
底
を

強
く
求
め
る
。

＊
障
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー

障
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
等
を
受
講
し
、障
害
の
あ

る
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、ち
ょ

っ
と
し
た
配
慮
や
支
援
を
し

て
い
た
だ
く
人
。

＊
民
泊

自
宅
の
一
部
や
空
き
別
荘
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
室
な
ど

を
活
用
し
て
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
。

＊
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）

　
医
師
、看
護
師
、業
務
調
整

員
で
構
成
さ
れ
、大
震
災
等
の

自
然
災
害
や
交
通
事
故
等
の

災
害
現
場
に
派
遣
さ
れ
る
専

門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
。

＊
祖
父
母
手
帳

祖
父
母
が
育
児
を
し
て
い

た
と
き
に
比
べ
、情
報
が
多
く
、

育
児
方
法
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、現
在
の
育
児
法

を
学
び
、父
母
と
の
関
係
を
円

滑
に
す
る
と
と
も
に「
地
域
に

お
け
る
子
育
て
」の
担
い
手
と

な
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、

さ
い
た
ま
市
で
発
行
さ
れ
た

冊
子
。

＊
ア
セ
ス
メ
ン
ト

利
用
者
、家
族
等
の
生
活

の
全
体
像
を
把
握
し
、自
立
し

た
日
常
生
活
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
原
因
を
探
り
、そ
の
改

善
の
た
め
の
道
筋
を
利
用
者

と
と
も
に
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
。

庁舎統合方針検討特別委員会

日程・視察先
５月９日　愛知県高浜市
５月10日　愛知県新城市
報告者　庁舎統合方針検討特別委員長
　　　　遠藤　源太郎
参加委員数　8人、委員外議員　2人
愛知県高浜市
「定期借家権を活用した庁舎整備」に
ついて
高浜市の本庁舎は、建設後39年が
経過、近接の小学校も含め耐震化が
未実施である。基本方針として①本
庁舎の整備費用とその後の維持管理
費用の抑制。②本庁舎の保有形態の
見直し、賃借やリースも検討。③老朽
化した小学校、公民館等の整備を重
点に。
市は、土地を無償で提供し、民間事
業者が庁舎を建設する。市は、賃貸借
契約に基づき定額を20年間支払う。
財政負担は毎年平準化される。民間
事業者側は、建物を所有し、設計から
建設・工事監理、諸官庁への手続、維
持管理・運営を行う。議場等の多目的
な利用も可能とした。期間を20年間
としたのは、20年後の行政需要の変
化にも柔軟な対応ができる。ＩＴ化
の推進による事務の多様化、窓口業
務等行政サービスの提供方法が変わ

るかもしれない。建築設備の更新時
期が20年後に多く到来するため。

愛知県新城市
「庁舎建設と市民参加、住民投票」に
ついて
市町村合併により、６カ所９案の

候補地があったが、新庁舎を考える
検討会議で、１カ所に絞り込むこと
を諮問。構成員は、学識経験者、各界
代表者及び公募市民の19名。候補地
決定の主な理由は①新城城址周辺で
古くからの行政の中心。②市民アン
ケート結果で、60.5％が選んでいる。
③議会では、大半の議員が賛同。④こ
れからの市の人口減少や超高齢社会
を迎えるに当たり、今後の都市の拡
大や成長に期待するのではなく、イ
ンフラ整備の問題等も考えると既成
市街地での建設が望ましい。
市民への周知については、市の方

針で「市民とつくる、市民のための庁
舎建設」というコンセプトがあり、市
民まちづくり集会を開催した。庁舎
建て替えの意識の共有化が目的で、
説明して決定まで持っていくことで
はない。市民意見の反映については、
庁舎機能を「市民スペース」「議会ス
ペース」「執務スペース」に分類し、そ
れぞれの利用者から直接意見を聞き、
基本設計に反映した。

市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育長に送付され、その後
の検討経過を市議会に報告することになっています。
ここでは平成27年に採択または趣旨採択された５件のうち、２件について市
からの報告をお知らせします。その他３件については、議会だより第69号（平成
28年５月15日発行）に掲載しています。

議会 NEWS ① 採択された陳情への市の対応

西東京市人にやさしいまちづくり
条例において、人にやさしいまちづ
くりは、市民が安心して安全に暮ら
せるまちを実現するため、市民、事
業者及び市の相互の信頼の下に、協
働により行うものとして、基本理念
が定められているためです。

西東京市人にやさしいまちづくり
条例の適用を受ける開発事業につい
ては、引き続き近隣住民に対して、
丁寧な説明を行うよう開発事業者を
指導しています。

東町２丁目に建設中の５階建てマ
ンションについて、「西東京市人に
やさしいまちづくり条例」の例外規
定を安易に適用せず、事業者に便宜
を図るかのような密室協議を改める
ことを求めるもの。

平成27年９月16日趣旨採択

「人にやさしいまちづくり」条例の
厳格な運用を求める陳情

市民が身近な場所で気軽にスポー
ツを行える場づくりは、市民のスポ
ーツ推進にとって重要なものである
ことから、夜間照明の設置は、地域住
民の自主的なスポーツ活動を推進す
るために有効なものと考えています。

庁内関係部署と連携して、設置に
向け調査・検証などを行い、学校・
地域住民に対して丁寧に対応してま
いります。

市民スポーツ振興、生涯学習及び
健康づくりを促進するため、保谷中
学校の校庭並びにテニスコートに夜
間照明を設置し、市民団体等の利用
に供することを求めるもの。

平成27年６月22日採択

保谷中学校校庭等に夜間照明の設
置を求める陳情件　　名

採択年月

陳情事項

検討結果

理　　由

一般質問 (5)、用語の解説、議会NEWS①、視察REPORT

災
害
弱
者
に
考
慮
し
た
防
災
対
策
を
！

入
学
準
備
金
の
早
期
支
給
と
拡
充
を
！

大
竹　
あ
つ
子
（
共
産
）

保
育
園
・
図
書
館
・
公
民
館

行
革
に
よ
る
後
退
は
し
て
は
な
ら
な
い

保
谷　
清
子
（
共
産
）

若
者
の
就
労
支
援
対
策
は
緊
急
課
題

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
を
！森

住　
孝
明
（
共
産
）

用
語
の
解
説

視察REPORT

平成28年8月15日　 発行 第70号 （６）

西東京市


